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的 社会保障制度の健全で適正な運用により、誰もが生涯にわたり安心して自立した生活を送ることができる環境を整えること。

施策の方向 生活困窮者自立支援制度の適正な運用

自立相談支援事業、住居確保給付金、就労準備支援事業、一時生活支援事業及び家計改善支援事業を通して生活困窮者の自立に向けた支援を行った。
■ 計画どおり   

令和　５年度 生活困窮者に対し、早期的・包括的に自立に向けた支援を行っていくため、市内の関係各機関とネットワークを構築し、情報や支援の連携を図ることを目的に生活困窮
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三島市生活支援センターの周知を図るため、校長会議で生活支援センターの紹介を行い、各小中学校の職員にパンフレットを配布した。
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